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１　地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所の年度評価の考え方

○　本評価委員会においては、平成24年4月1日に設立された地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所について、｢地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所にかかる年度評価の考え方について｣に基づき、次のとおり平成24事業年度の業務の実績に関する評価を行った。

（評価の基本方針）

年度計画及び中期計画の進捗状況等を評価し、組織・業務等に関する改善すべき点を明らかにすることにより、法人運営の質的向上に資することとする。

（評価の方法）

年度評価は「項目別評価」と「全体評価」により行う。
「項目別評価」では、法人による自己評価をもとに、業務実績に関する事実確認、法人からのヒアリングなどを通じて、年度計画に照らして進捗状況を確認するとともに、法人の自己評価の妥当性の検証と評価を行う。
「全体評価」では、「項目別評価」の結果等を踏まえつつ、中期計画等の進捗状況について総合的な評価を行う。

　　（項目別評価の具体的方法）

　　　　項目別評価は、①法人による小項目ごとの自己評価、②評価委員会による小項目評価、③評価委員会による大項目評価の手順で行う。

　　　　①法人小項目自己評価

　　　　　　実績報告書の小項目ごとにⅠ～Ⅴの５段階で自己評価を行う。

　　　　②委員会小項目評価

　　　　　　法人の自己評価、目標設定の妥当性などを総合的に検証し、小項目ごとにⅠ～Ⅴの5段階による評価を行う。
　　　　③委員会大項目評価

　　　　　　評価委員会における小項目評価の結果、特記事項の記載内容等を考慮し、大項目ごとの進捗状況について、Ｓ・A～Dの5段階による評価を行う。

　　（全体評価の具体的方法）

　　　　評価委員会において、項目別評価の結果を踏まえ、年度計画及び中期計画の進捗状況について評価を行う。
２　全体評価

	評価結果と判断理由

○　平成24事業年度の業務実績に関する評価については、４ページ以降に示すように、「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上」、「業務運営の改善及び効率化」、「財務内容の改善」及び「その他業務運営に関する重要事項」の4つの大項目評価について、A評価（「計画どおり」進捗している）が妥当であると判断した。

○　特に、以下のような取組みを評価した。

大項目１においては、①出かける活動（現地相談など）を推進して企業の課題を把握し、解決につながる支援を推進、②法人化を契機に機動性を向上させて企業ニーズに応えた簡易受託研究、③機器開放の時間延長等質の高い新たなサービスの充実。大項目２では、経営企画室を新設してマネジメント機能の強化等、組織運営体制を強化。大項目３では、当期純利益2億7,800万円の純利益を計上し、財務内容の改善を着実に進めた。大項目８では、既存施設の有効活用や顧客の利便性を向上、所内の良好かつ安全な利用環境確保に努めた。
○　以上の大項目評価等の結果に加え、大阪府立産業技術総合研究所の基本的な目標、平成24年度の重点的な取組みなどを総合的に考慮し、平成24事業年度の業務実績については、「全体として年度計画及び中期計画のとおり進捗している」とした。

評価委員会として、全体を俯瞰しての意見を記載
なお、法人の取組みを俯瞰して、本評価委員会として、次の意見を付記する。


＜全体評価にあたって考慮した事項＞

①地方独立行政法人大阪府立産業技術総合研究所の基本的な目標
法人の基本的な目標について、次のとおり確認した。

大阪府立産業技術総合研究所は、地域中小企業の振興や大阪産業の活性化に寄与する対応を行い、企業の様々なニーズ・課題に対し、着実に目標を達成するとともに、企業のニーズに応えるよう産業技術に関する試験、研究、普及、相談その他支援サービスの向上に取り組み、これまでの「待ち」の姿勢ではなく、積極的に出かけていくなど「攻め」の企業支援を展開する。

また、「つなぐ」取組としては、ビジネスマッチング、研究開発の水平分業などを戦略的な方向性の下に進めるオープンイノベーション体制の構築が必要であり、このため、東大阪市、堺市及び和泉市等、中小企業が多い自治体、近隣自治体等と技術支援に関する包括連携協定を締結する。

研究面においては、研究科を横断して実施するプロジェクト研究を創設し、予算を重点配分し、現在、「最先端粉体設計プロジェクト」「革新型電池開発プロジェクト」「薄膜・電子デバイス開発プロジェクト」の三本柱で進めることとする。
②平成24年度における重点的な取組み
平成24年度においては、次のような事項に重点的に取り組んだことを確認した。

　　　　イ　技術支援機能の強化
研究テーマを重点化し、「提案型」の企業支援を行うことで、「売れる製品づくり」につなげる。「攻め」の支援、責任ある支援。

ロ　「つなぐ」取組の推進
他の公設試、大学、行政機関等の連携を強化し、情報交流、人材育成、技術開発、事業化そして販路開拓まで一気通貫の企業支援。

ハ　自主的、自律的な組織運営
企業ニーズに弾力的に対応し、新サービスの実施、既存サービスの強化、設備機器の整備など、より充実したサービスを提供。

③特筆すべき取組み

　　＊　法人化を契機に機動性を向上させて、手続きが簡便で迅速に対応できる「簡易受託研究」のサービスを新たに実施し、企業ニーズに応えた質の高いサービスの提供。

＊　関西圏の公設試では初の試みとして、利用者から要望が多かった解放機器の利用時間延長サービスの実施。

＊　技術支援の基本である技術相談にあっては、総合的に相談窓口の機能を担う「顧客サービスセンター」を設置し、企業の課題に最適な提案や情報提供を行うなどのサービス向上。
	（２）評価にあたっての意見、指摘等
○　




３－１　「住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上」に関する
大項目評価

	評価結果と判断理由

○　小項目評価の集計結果では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。
　○　①　簡易受託研究は、手続が簡便で迅速に対応できるものであり、機動性を向上させて企業ニーズに的確に応えた新たなサービスとして設けられ、その実施件数は想定を大幅に上回るとともに収益確保にも寄与した。

②　企業に出かける機会を増やして顧客との信頼関係を築き、顧客拡大につなげた現地相談は、過去の実績件数を大きく上回り、年度計画の目標値も上回った。

③　業界団体等への情報発信・協力件数は、産技研が業界団体等から信頼されている成果指標となり、前年度比・目標値ともに上回った。

④　利用者から要望のあった利用時間延長サービスを、関西圏の公設試では初の試みとして実施し、サービス向上に取り組んだ。

⑤　技術支援の基本である技術相談は、産技研の技術支援機能が顧客から信頼されていることを表す指標であり、年度計画の目標値及び前年度値をともに上回った。

⑥　企業の製品開発・改良や不良原因の解明など支援のニーズは強く、的確に企業ニーズを把握し、顧客目線で受託研究を充実し、年度計画の目標値を上回った。

⑦　企業の新技術・製品開発のニーズに応える設備機器の整備、機器開放による収入増、機器を購入するだけでなく、機器利用技術講習会も積極的に開催した。

⑧　プロジェクト研究のテーマを戦略的に決定、競争的研究資金への応募、採択率ともに年度計画目標値・前年度値を上回った。
⑨　講習会等での情報発信、学会等での発表、論文等への投稿等これらいずれの実績も、目標値及び前年度実績を上回った。
など、18項目中９項目について、目標以上の成果を上げているほか、他の項目においても中期計画を着実に進捗していることから、大項目評価としては、A評価（「計画どおり進捗」している）が妥当であると判断した。




＜小項目評価の集計結果＞

18項目すべてが小項目評価のⅢ、ⅣまたはⅤに該当しており、Ⅲ～Ⅴの項目の割合は、

18／18となることから、小項目評価の集計では、A評価（「計画どおり」進捗している）
となる。

＜大項目評価にあたって考慮した事項＞
①特筆すべき小項目評価

○　小項目評価がⅤ（計画を大幅に上回って実施）の項目は次のとおりであった。
（　）は小項目評価の番号
（７）新たなサービスの実施（簡易受託研究）【Ⅴ】
簡易受託研究は、これまでの受託研究と異なり、手続が簡便で迅速に対応できるものであり、法人化を契機に、機動性を向上させて企業ニーズに的確に応えた新たなサービスとして設けた。その実施件数は想定を大幅に上回るとともに収益確保にも寄与し、複数の大手新聞社からも新聞報道されるなど、多くの企業から支持・利用された実績を高く評価した。
○　小項目評価がⅣ（計画を上回って実施）の項目は次のとおりであった。
（　）は小項目評価の番号）
（２）「出かける」活動の推進　【Ⅳ】
現地相談は、企業の製造現場を研究員が直接確認することで、より具体的な改善提案を行うことが可能となり、企業に出かける機会を増やして顧客との信頼関係を築いた。　　　　　　　　　　

顧客拡大につなげた現地相談件数は、過去の実績を大きく上回り、年度計画の目標値も上回った点を評価した。
（４）積極的な情報発信【Ⅳ】
　　　　　業界団体等への情報発信・協力件数は、先方からの依頼に基づき、講習会の企画、講演及び実習支援を行うものであり、産技研が業界団体等から信頼されている成果指標となり、前年度比・目標値ともに上回った実績を評価した。

（６）新たなサービスの実施（依頼試験、設備機器開放、技術者育成）【Ⅳ】
　　　　　設備機器の解放は従前から実施していたが、利用者から要望のあった利用時間延長サービスを、関西圏の公設試では初の試みとして実施し、サービス向上に取り組んだ実績を評価した。
（８）既存サービスの充実（技術相談）【Ⅳ】
　　　　　技術相談は、有料サービスの利用に繋がる入り口であり、技術支援の基本である。

また、産技研の技術支援機能が顧客から信頼されていることを表す指標であり、年度計画の目標値及び前年度値をともに上回った実績を評価した。

（10）既存サービスの充実（受託研究）【Ⅳ】
　　　　　中小企業では必要な試験・試作装置を所有していなかったり、研究のための人材がいない場合が多いが、企業の製品開発・改良や不良原因の解明など支援のニーズは強く、的確に企業ニーズを把握し、顧客目線で既存サービスを充実し、年度計画の目標値を上回った実績を評価した。

（12）企業の新技術・製品開発のニーズに応える設備機器の整備【Ⅳ】
　　　　　マーケティング・リサーチを活かした設備機器の選定、導入後の積極的なＰＲ及び稼働状況調査などに取組み、特に積極的な広報が必要なＳＴＥＭについてはイベントを企画して利用促進に取組んだ結果、機器開放による収入は、昨年度比約1,700万円増の成果を上げた一方、機器を購入するだけでなく、機器利用技術講習会も積極的に開催した取組みを評価した。
（14）戦略的テーマに関する研究開発

 （研究開発の重点化、企業への共同研究等の提案）【Ⅳ】
　　　　　理事長のトップダウンのもとで企業ニーズ把握に努め、プロジェクト研究のテーマを戦略的に決定、研究所の全ての研究テーマを中期計画に定める5重点分野に位置づけ、研究開発の重点化を図ったこと。

また、競争的研究資金への応募、採択率ともに年度計画目標値・前年度値を上回った実績を評価した。

（16）研究開発成果の提案と技術移転【Ⅳ】
講習会等での情報発信は、産技研の研究開発成果や保有技術などを積極的に発信することで、中小企業への技術移転を図り、製品化・実用化へつなげる役割を果たし、学会等での発表・論文等への投稿は、産技研のもつシーズのアピール、対外的評価の指標や、競争的研究資金の獲得に繋がり、これらいずれの実績も、目標値及び前年度実績を上回っている点を評価した。

②その他考慮すべき事項

（1）提案型の企業支援に向けたサービス体制の強化【Ⅲ】

サービスの入口部分である、顧客サービスセンターを設置し、顧客や企業の技術動向を把握し、組織的な提案型の技術支援等、さまざまなサービスの基本となる体制を強化し、数値等の目立った実績はないものの、産技研の事業運営の根幹を支えるものであり、今後、顧客サービスセンターの充実を図り、さらによりよい成果が出ることを期待する。
　（18）大阪市立工業研究所との統合に向けた取組の推進【Ⅲ】
　　　　統合に向けた取組計画は、平成24年度途中で新たに中期目標・中期計画に盛り込まれたものであり、経営戦略の一体化・業務プロセスの共通化・研究開発における連携・技術支援サービスや情報発信等の連携等において、統合のメリットがいかんなく発揮されるよう、本評価委員会としても引き続き着目し、その成果を期待する。
	（２）評価にあたっての意見、指摘等
○　




３－２　「業務運営の改善及び効率化」に関する大項目評価

	評価結果と判断理由

○　小項目評価の集計結果では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。
　
○　経営企画室を設置し、理事会・経営会議・業務運営会議・四半期業務実績報告会等の法人運営の重要会議を運営し、自主的・自律的な組織マネジメントを進めた。

技術支援部門では、「科」を設置して組織をフラット化し、プロジェクト研究等に研究科横断で取り組むなど、組織運営体制の強化し、法人独自の財務会計、人事給与システムを稼働させ、事務処理の簡素化・効率化を推進しており、大項目評価としては、A評価（「計画どおり進捗」している）が妥当であると判断した。



＜小項目評価の集計結果＞
3項目のすべてが小項目評価のⅢに該当しており、Ⅲ～Ⅴの項目の割合は3／3となることから、小項目評価の集計では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。


＜大項目評価にあたって考慮した事項＞

①特筆すべき小項目評価

○　小項目評価がⅣ（計画を上回って実施）の項目なし。
②その他考慮すべき事項

特になし。
	（２）評価にあたっての意見、指摘等

○　


３－３　「財務内容の改善」に関する大項目評価

	評価結果と判断理由

○　小項目評価の集計結果では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。
　○　自己収入増加に向けた各種の取組、外部資金獲得のために応募をサポートする体制整備、自己収入に繋がる様々な事業がいずれも目標値を上回る実績をあげた結果、前年度比約1億1,300万円の収入増、支出面での予算の効率的・効果的執行により当期純利益2億7,800万円の純利益を計上し、財務内容の改善を着実に進めていることから、大項目評価としては、A評価（「計画どおり進捗」している）が妥当であると判断した。



＜小項目評価の集計結果＞
1項目が小項目評価のⅣに該当しており、Ⅲ～Ⅴの項目の割合は1／1となることから、小項目評価の集計では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。


＜大項目評価にあたって考慮した事項＞

①特筆すべき小項目評価

○　小項目評価がⅣ（計画を上回って実施）の項目は次のとおりであった。

（　）は小項目評価の番号
（22）１事業収入の確保、２外部資金の獲得、３予算の効果的な執行等【Ⅳ】

事業収入増加に向けた設備機器解放の企業向け利用促進セミナーの開催、より多くの外部資金獲得のために、応募をサポートする体制整備を行い応募件数・採択率ともに前年度を上回り、その他研究所の自己収入に繋がる各種取組を目標値以上に実施した結果、昨年度比約1億1,300万円増やし、支出については予算の効率的・効果的執行を徹底した結果、当期純利益2億7,800万円を計上した実績を評価した。
②その他考慮すべき事項

特になし。

	（２）評価にあたっての意見、指摘等

○　


３－4　「その他業務運営に関する重要事項」に関する大項目評価

	評価結果と判断理由

○　小項目評価の集計結果では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。
　○　今後の利活用を見通した空き実験室の再配置、低利用用地の活用方法について、組織的に検討する施設有効活用検討部会の設置、活用されていなかった食堂スペースについて事業者を公募して営業を開始など、既存施設の有効活用と併せて顧客の利便性を向上させた。

また、安全衛生委員会を設置し、所内の良好かつ安全な利用環境の確保に努めるとともに、コンプライアンスの徹底として法人独自で倫理行動規範や禁止行為等を盛り込んだ倫理規定を制定するなど、業務運営に関する重要事項について計画どおり進めており、大項目評価としては、A評価（「計画どおり進捗」している）が妥当であると判断した。





＜小項目評価の集計結果＞
2項目のすべてが小項目評価のⅢに該当しており、Ⅲ～Ⅴの項目の割合は2／2となることから、小項目評価の集計では、A評価（「計画どおり」進捗している）となる。


＜大項目評価にあたって考慮した事項＞

①特筆すべき小項目評価

○　小項目評価がⅣ（計画を上回って実施）の項目なし。

②その他考慮すべき事項

特になし。
	（２）評価にあたっての意見、指摘等

○　
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住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上
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＜全体評価の評価結果＞


「全体として年度計画及び中期計画のとおり進捗している」
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分野�
評価の対象項目数�
Ⅰ�
Ⅱ�
Ⅲ�
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計画を大幅に下回っている�
計画を十分に実施できていない�
計画を順調に実施している�
計画を上回って実施している�
計画を大幅に上回って実施している�
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